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○3つの基本的理念
・市民連携で、5年後に日本一の桜の里に。　◎◎市民の誇り・品格の再生。
・花の価値だけではなく、世界に、日本人の心と文化の価値を届けるという理念。

・6次産業として桜ブランドの確立(切り花の他、桜関連グッズ・サービスの開発)
○基本的な実行戦略
1) 排他的オンリーワン戦略
新品種を次々と開発・品種登録、種苗農家の育成・栽培技術普及のための専門団体の設立(財団法人、NPO、JA、生産法人等方式)。 3年間で軌道に。他地域と同じ桜のものまね栽培は短命、結果ダメ。
2) 5年後、年10億円の売り上げを目標　(生産者収益は、5年後年4.5億円)
1農家・団体の売り上げ1000万円(収益300万円)を目標、全体で100～200ha規模を想定(試算は150ha)。
真にやる気の農家・企業・NPO等の精鋭を募集・選抜(◎◎の個人・団体を優先)

その代わり、徹底した高付加価値の切り枝、鉢物を育成する契約が条件。低品質化は暴落の元凶。
3) 消費者等への直接販売・卸し
個人はインターネット、高級花屋との直接契約栽培、年に2度の桜市(◎◎市での開催)

固定顧客の獲得(農産物直売所、ホテル・飲食店、福祉・介護、病院、冠婚葬祭、イベント会社etc)

4) 年中供給する体制へ
10－11月は短休眠桜を出荷し収益安定化。他地域での供給が少ない。
12－1月は促成に無化温で省エネで、北国のコストに対抗。
2月は花自体が売れない時期。ベトナム等への海外戦略。4年に一度の冬季オリンピック等。
3―4月は啓翁桜系が中心のため、八重桜、山桜系、里桜系の桜を開発、露地切りで出荷。
5―7月は、豪州・南米等南半球の日本人等をターゲット。4年に一度の夏季オリンピック等。
5) 6次産業への進化・挑戦(5年後)
切り花・鉢物で本格的販売を始めると同時に、市民のアイデアを募集審査して市民総出で、日本人の心と文化の価値を復活・創造する関連グッズ・サービスを開発し、総合的な日本一の桜ブランド化を図る。例えば、以下のような展開が考えられる。
食品　→　ミカンと桜のジュース、桜麺うどん・バスタ・味噌、桜の実を素材としたケーキ等菓子類の開発

雑貨・衣料　→　桜おみくじ・お守り、能古見人形の桜んぼキャラ、◎◎錦と桜のファッション等の開発
観光・交流　→　JTB・農協観光等とタイアップした桜観光園ツアー、桜の国際交流・協力の展開
福祉・冠婚葬祭　→　桜の心理的効果を使った新たな福祉介護の心のケア、冠婚葬祭様式の開発
音楽・芸能　→　桜をテーマとした音楽・芸能の展示、映画・イベント・保存活動の展開
　　　

○投資と便益の概略試算
1. 投資(10年間分)　　総額　約 3.5億円
桜の新品種開発と普及を目的とした専門団体の設立(財団、NPO、JA、生産法人等の組織形態は要検討)
①新品種開発・技術普及費(3品種＋生活旅費＋品種開発を含む)　10百万円×3年間 = 30百万円(公15)
②設備投資　　試験ほ場(ミカン廃園の再整備)、低温種苗生産管理施設、作業所借上等　50百万円(公25)
③運営資金　　(機械経費、人件費、山地等借地、事務所経費等)　10百万円×10年間=100百万円(公10)　
④生産団地の再整備 150ha ×　100千円/10a 　= 　150百万円 (公150)
⑤予備不測費　20百万円

　　　計　10年間で 350百万円　(うち公的資金の期待値は、約200百万円)　IC
・有効な公的資金支援スキーム(農水省の交付金)
a) 未来志向型技術革新事業(産地提案型) ①、②、③の一部に対応可と思料。
補助率1/2、事業主体は農協・民間・協議会等、ソフト8百万円、ハード250百万円の地区単価
ソフトは、調査、実証試験、技術開発、普及活動、その他取り組みに支弁可。石井氏は専門家として、事業主体が臨時雇用又は謝礼する方式ならばOKか。
b) 強い農業交付金　補助率1/2、主にハード中心に補助対象　①、②に対応可。
c)　耕作放棄地再生利用緊急緊急対策交付金　(60～100千円/10a の全額国費の交付金)

②の試験ほ場再整備　→　ミカン廃園＋水田耕作放棄地　約　4ha→　40万円

④生産団地の再整備　→　150ha ×　100千円/10a = 150百万円 (全額国費)　　
　　　  ・残りの地元負担分の資金調達は、JA、農家・企業、市等で協議。農林中金、銀行の融資も利用。
2. 便益 (10年間分)　　総額　約100億円 (年間10億円の売上高)
・JAのメリット     →　農産物取り扱い高の向上、3年後からネット販売、直売のマージン

　　　　　150ha×売上1000万円/ha/年×価格リスク0.8×7年間(品種開発時の3年は無収益)= 84億円 X
・市役所のメリット　→　耕作放棄地の再生、◎◎市の活性化、市民の誇りの再生、税収UP
・生産者のメリット　→ 150ha×収益300万円/ha/年×7年間(品種開発時の3年は無収入)= 32億円 Y
　　　　注) ha当り収益は、売り上げ1000万円×価格リスク0.8– RC(生産・輸送等500万円)で試算
・ 商工分野のメリット→桜ブランド化の他産業誘発効果　売上3億円(うちｺｽﾄ1億円)×7年間= 21億円 Z
　　　生産者・商工の合計　X + Z = 総額105 億円　年10億円
3. 農業分野の費用対効果(10年間分)　 　1.5倍　
農業経済ベース B/C =  X  / (IC+RC)  =  84億円/(初期投資3.5億円＋ｺｽﾄ52.5億円) = 1.5倍
地域経済ベース B/C = (X+Z)/(IC’+RC’) = 105億円/(初期投資5.0億円＋ｺｽﾄ59.5億円) = 1.6倍
○試験ほ場の概要

要件はこれらの桜実生を検定栽培できる用地（排水の良い土地・山林可）３ha以上
電気の延伸１００アンペア、電話インターネット、井戸ポンプ８ＫＷ×３、トラクタ２０馬力程度、草刈アタッチメント、バックフォー800Ｋ、宿泊作業用の小屋、２０坪分の作業スペース　４．５畳の宿泊スペース、草取り管理作業員１名
造成計画　
　１年目　　整地　／　秋冬　定植
　２年目　　施設建設
　３年目　　切り枝試験出荷　／　種苗生産開始
　４年目　　公園公開　／　切り枝出荷　／　新品種公開開始
○試験栽培品種の案

石井氏の提案により、以下の品種が候補。
ポイントは、他地域が追従できない新品種開発が狙い。特に、雪国で育てにくい桜、寒くては作れない桜に着目。３年で手を引いても特許をとれば３０年間独占していけるいいものも提案
なお、種苗農家が生き残るためには何年かごと新品種が必要
	1.鉢物用
	
	

	品種名
	特質　栽培ポイント
	適用・制約

	山形おばこ
	挿し木１年で開花、一重・短休眠・切り花兼用
	登録品種

	大聖夢
	挿し木２年で開花、接木１年で開花・丈夫、八重葉桜・花開花後形成の大輪
	１年以内品種登録の必要あり

	秘桜5012
	挿し木１年で開花、　短命
	ＪＦＳ入選　品種登録不可

	仁科蔵王　　　　　　　
	接木１年で開花
	理化学研究所との共同開発、クリエティブ阪急と独占販売契約

	bon359 
	挿し木２年で開花、凛とした一重、ねらいはポスト染井吉野
	山形県知事に命名依頼予定

	bol97017
	花が咲いて実のおいしい桜　思案中シリーズ化すべきだろう
	品種登録可

	あいの思い　
	　ＪＦＳ選で、一般人気投票で最も高かったボケの一種。南国なら成長が早いかどうかが課題。
	　

	
	
	

	2.切り花用
	
	

	品種名
	特質　栽培ポイント
	適用・制約

	山形おばこ
	１０－１月　促成　台風で折れないように
	登録品種

	357
	１２－１月　促成　　　　　枝分かれしない一本の桜
	品種登録可

	リラ　　
	末期青くなる山桜。接木すれば巨木になる桜も鉢に乗って矮星化した花が咲く。３月　露地。　◎◎で山形と同じく青紫になるか要検証。
	品種登録可

	その他
	露地で咲いたら切って出荷
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　　　　　　写真は石井農場より提供
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春月花　　　　　八重啓翁桜
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◎◎の桜イノベーション戦略の概要
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